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１ 実践の目的 
 学習指導要領で求められている「生きる

力」や市のテーマである「確かな学力」を育

むためには、児童の「主体的・対話的で深い

学び」を実現することが大切である。そこで

本校では、算数科を中心として、児童が自ら

問いを見つけ、解決方法を考え、それを学習

や生活に生かすことをねらいとして授業改

善に取り組んでいくこととした。 

 

２ 実践の内容 
１ 適切なめあてづくり 

児童が課題を見付け、解決に向けて見通

しをもって主体的に取り組むためには、学

びを焦点化するめあてが必要である。適切

なめあては、考えることを明確にし、話し合

いを収束する視点にもなる。 

しかし、授業の中でめあての作成に時間

を取られていては、その後の学習活動を十

分に行うことができない。短い時間でめあ

てを作成するには、導入の工夫が必要であ

る。前時の終末やふり返りから学びを発展

させた問いを作り上げておいたりし、本時

の学習問題から既習とのずれを探したり、

数学的な物の見方を働かせながら、焦点化

された適切なめあてを短時間で作ることが

できるようにしていく。 

 

２ ふり返り活動の充実 

 ふり返り活動を充実させることで、「何を

学んだか」「何ができるようになったか」 

がさらに明確になり、それを手がかりに新 

たな問題を見出したり、理由や根拠を示し 

ながら説明したりすることができる。ま 

た、評価の面でも有用であり、深い学びを達

成できたか、次に生かそうとする姿勢が生

まれたかを判ずる材料にもなる。 

 ふり返り活動を行う際には、「わっとでき

る子」（わかったこと、次に学びたいこと、

友だちの考えを聞いて思ったこと、できる

ようになったこと、これからの学習や生活

に生かしたいこと）の視点を与える。そうす

ることで、ふり返る視点が明確になり、感想

ではなく自分の考えを書くことができ、思

考を深めることができる。また、個人のふり

返りで終わるのでなく、共有し、算数的な物

の見方・考え方を働かせた考えや、日常に生

かすふり返りを取り上げ価値づけすること

で、児童にさらなる深い学びをうながして

いく。その際には、ＩＣＴ（オクリンク、

Jamboard）や、ふり返り用のプリントなど、

児童の実態や学習内容に応じた方法をとる

必要がある。例えばオクリンクに本時の感

想を送れば、全ての子のふり返りを短時間

で共有することができ、そこから自分のふ

り返りと比べ、考えに自信をもったり、新た

な問題を見出したりすることが可能となる。 

このように自分や友だちのふり返りを積

極的に生かしながら、主体的に問題を解決

しようとする児童を育てていくとともに、

見つけた結論からさらに「考え」、そして「生

かそう」とする児童を育てていく。 
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３ 実践の成果 
１ 適切なめあてづくり 

授業の中でめあてを作ることが習慣化し、

既習との違いや本時で解決すべきポイント

から児童がめあてを作る力が向上している。

また、教師の教材観や指導観が明確になる

ことで、本時の学びについて整理され、児童

に着目させたい点が明確になり、めあてづ

くりがスムーズになった。 

今年度行われた研究授業では、前時の復

習やあえて誤答を提示するなど、様々な導

入の工夫がなされ、学びを焦点化するめあ

てが短時間で作成されていた。       

こうして作られためあてが、比較検討、統

合、発見などの観点となり、話し合い活動が

充実した。 

まとめの際も、めあてに戻って本時の学

びを評価し、児童自身が適切な言葉でまと

めることができるようになった。 

このように、教師、児童のめあてづくりの

能力が上がり、課題解決型で深い学びのあ

る授業ができるようになりつつある。 

 

２ ふり返り活動の充実 

学年に応じたふり返りを工夫した。低学

年では、オクリンクを利用して、動画でふり

返りを行った。文字を書くことが苦手な児

童も自分の考えを表現することができたほ

か、内容量が増えた。 

ふり返りの内容を評価したり、ふり返り

から次時のめあてや学習問題を作ったりす

ることで、児童の意欲を高め、今日の学びを

さらに深く考えようとするきっかけになっ

た。 

また、家庭学習として取り組んでいる「説

明学習」では、学んだことについて家族に自

分の言葉で説明している。その際には授業

で楽しかったことを話したり、家族からの

質問に答えたりすることで、学びを再確認

するだけでなく、家庭に学校の様子を伝え

る一助ともなっている。 

 

３ 研究協議の工夫 

研究協議は、授業の流れと同じように「め

あて(柱)にそって話し合う」「全体で共有し

てまとめる」「個々でふり返る」という順で

Jamboard で行っている。グループ協議の

内容を構造的にまとめることができ協議で

の学びが深まったこと、いつでも他グルー

プの考えを見ることができることなどがメ

リットである。 

 
４ 今後の展開 
全国学力・学習状況調査で明らかになっ

た本校の課題は、「基礎学力の定着」「根拠を

もとに説明する力」などである。課題解決型

の学習方法を全学級で取り組み、児童は学

習内容を既習を基に考え、説明しようとし

ている。今後は、適用問題に取り組む時間を

十分に確保したり、家庭で説明学習に取り

組んだりし、判断力や表現力を向上させる

ための取り組みを増やしていく。 

また、単元計画を作成するときには、「活

用する時間」もとれるように計画し、児童が

考えたり覚えたりした知識・技能を使って

問題を解いたり、日常生活に生かす場面を

紹介したりしながら習得するよさを感じ、

生きる力となる学力を主体的に習得してい

けるよう取り組んでいきたい。 


